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平成20年３月定例会は、３月６日から３月13日までの会期で開催

平成20年度各会計予算議案等を可決 平成20年度各会計予算議案等を可決 平成20年度各会計予算議案等を可決 平成20年度各会計予算議案等を可決 
平成20年３月定例会　３月６日～13日 

町長の行政報告・施政方針に引き続き、８名が一般質問を行ない、当局提案の専決処分の

承認２件、条例関係議案24件、公の施設に係わる指定関係議案４件、工事の請負契約締結１

件、総合整備計画の策定（下岩川）１件、損害賠償議案１件、平成19年度特別会計への繰り

入れ議案１件、平成19年度各会計補正予算９件、平成20年度特別会計への繰り入れ議案４件、

平成20年度各会計当初予算14件を原案のとおり可決し、また、議員発議３件を原案のとおり

可決し、選挙１件を実施し、請願・陳情３件を総務委員長の報告どおり決した。

三種町議会だより

2３月定例会・当初予算

　○ 特　別　会　計 9 5 億4, 5 7 0 万６千円 　○ 一　般　会　計 

予　算　額 区　　　　分 

2 5 億5, 1 5 0 万３千円 国民健康保険事業勘定特別会計 

３億 　 9 2 3 万３千円 老 人 保 健 特 別 会 計 

１億8, 8 6 0 万０千円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 

２億3, 4 8 9 万９千円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 

７億3, 1 8 1 万５千円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 

３億 　 6 3 1 万１千円 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 

8 8 9 万５千円 土 地 取 得 特 別 会 計 

1 7 億2, 5 5 5 万９千円 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 

3 , 5 2 9 万４千円 介護サービス事業勘定特別会計 

1 , 7 4 9 万３千円 衛 生 処 理 事 業 特 別 会 計 

1 , 9 9 2 万８千円 温 泉 事 業 特 別 会 計 

１千円 国 民 健 康 保 険 診 療 施 設 勘 定 特 別 会 計 

水 道 事 業 （ 上 水 道 ） 会 計 

１億7, 4 3 6 万５千円 　　 収 益 的 収 入 

１億5, 8 3 1 万９千円 　　 収 益 的 支 出 

１億7, 9 8 2 万１千円 　　 資 本 的 収 入 

２億2, 8 3 8 万５千円 　　 資 本 的 支 出 

主な歳出 

・公債費（長期債元金）   1 6 億1, 0 2 0 万８千円 

・ 　 〃　 （長期債利子）   ２億3, 1 7 5 万３千円 

・ 能代山本広域圏負担金 （消 防 費)  ４億4, 5 7 9 万５千円 

・ 　 　　　 〃　　　　　 （清 掃 費）   １億9, 3 1 1 万８千円 

・ 　 　　　 〃　　　　　 （ 総務管理費 ）   2 , 9 0 1 万２千円 

・学校給食センター建設事業 ５億5, 0 2 1 万３千円 

　 〈他に移転費用等3, 8 5 0 万４千円〉 

・障害者福祉扶助費 ２億8, 3 0 2 万１千円 

・児童福祉委託児童措置費負担金 １億9, 4 6 7 万４千円 

・児童手当 １億       8 6 2 万５千円 

・福祉医療扶助費 １億5, 0 8 9 万６千円 

・後期高齢者医療療養給付費 ２億1, 4 5 1 万６千円 

・後期高齢者医療特別会計繰出金 5 , 6 0 7 万９千円 

・介護保険特別会計繰出金 ２億4, 0 8 5 万４千円 

・国民健康保険特別会計繰出金 １億8, 5 6 0 万３千円 

・老人保健特別会計繰出金 2 , 5 6 3 万３千円 

・水道事業（上水道）会計繰出金 6 , 5 4 8 万２千円 

・簡易水道特別会計繰出金 １億       6 0 1 万１千円 

・農業集落排水特別会計繰出金 5 , 8 4 6 万６千円 

・公共下水道特別会計繰出金 ２億8, 1 0 1 万２千円 

・小町房住線道路改良工事 ２億1, 5 1 9 万３千円 

・中小企業融資斡旋資金預託金 １億 　 　　　　 円 

・移動通信用鉄塔施設整備工事 5 , 0 8 4 万９千円 

　 （上岩川羽立、小新沢地区） 

・学校給食材料費 8 , 1 8 7 万６千円 

・農業夢プラン応援事業補助金 3 , 2 2 8 万９千円 

平成20年度当初予算
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3 補正予算・陳情・臨時会

１月16日 

第１回 
理　　　　由 結果 審査委員会 請願・陳情者  氏名 件　　　名 

自己資金による設備投資 等が非 
常に困難な小規模漁業経 営の中 
で、災害時等緊急 対応のための 
資金としての漁業振興基 金は必 
要であり、漁業協 同組合とよく 
協議し、基金制度 の復活を望む 
も の で あ る。 基 金 の 管 理 に つ い 
ても、有意義且つ 公正な運用を 
図るため、適正な 基金管理運営 
委 員 会 の 構 築 を 望 む も の で あ る 。 
よって採択とした。 

採択 
総　務 
常　任 
委員会 

三 種 町 八 竜 漁 業 
協同組合 
代表理事組合長 
　　田中　保則 

三 種 町 漁 業 振 興 
基 金 の 復 活 に 関 
する陳情書 

能 代 山 本 地 域 の 各 市 町 ご と の 
負 担 割 合 が 明 確 と な っ て お ら 
ず、継続審査と決定した。 

継続 
審査 

総　務 
常　任 
委員会 

秋 田 県 厚 生 農 業 
協 同 組 合 連 合 会 
経 営 管 理 委 員 会 
会長 
　　澁川　喜一 

山 本 組 合 総 合 病 
院 の 放 射 線 治 療 
装 置（ラ イ ナ ッ 
ク）整 備 に 係 る 
支 援 方 要 請 に つ 
いて（陳情） 

低 額 の 最 低 賃 金 は 抜 本 的 な 改 
革 が 必 要 で あ り、陳 情 の 趣 旨 
は 理 解 で き る。よ っ て 採 択 と 
した。 

採択 
総　務 
常　任 
委員会 

秋田県春闘共闘 
懇談会代表委員 
　　中村　秀也 
秋田県労働組合 
総連合議長 
　　星野　博之 
能 代 山 本 地 域 労 働 
組合総連合議長 
　　関　　隆二 

地 域 別 最 低 賃 金 
の 引 き 上 げ と 最 
低 賃 金 制 度 の 改 
正を求める陳情 

□陳　情

○
三
種
町
琴
丘
農
林
水
産
物
直
売
供
給
施
設

（
グ
リ
ー
ン
ぴ
あ
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
縄
文

・
指
定
の
期
間

Ｈ
20
年
４
月
１
日
か
ら
Ｈ
24
年
３
月
31
日
ま
で

○
一
般
会
計
補
正
予
算

・
補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
１，

１
４
８
万
６
千
円

補
正
後
の
額
　
　
　
97
億
４，

６
６
１
万
０
千
円

・
主

な

歳

出

灯
油
購
入
助
成
金
　
　
１，

１
４
８
万
０
千
円

補正後の予算総額 追 加 補 正 額 補正前の予算総額 区　　　分 

9 6 億5, 4 1 5 万９千円 △　9, 2 4 5 万１千円 9 7 億4, 6 6 1 万０千円 ○ 一　般　会　計 

○ 特　別　会　計 

2 6 億 　 8 7 2 万５千円 △　15 7 万６千円 2 6 億1, 0 3 0 万１千円 国民健康保険事業勘定特別会計 

2 9 億2, 5 4 1 万６千円 １億8, 4 0 0 万０千円 2 7 億4, 1 4 1 万６千円 老 人 保 健 特 別 会 計 

９億6, 2 3 3 万２千円 △　72 9 万９千円 ９億6, 9 6 3 万１千円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 

２億4, 8 8 7 万８千円 4 2 0 万０千円 ２億4, 4 6 7 万８千円 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 

1 7 億6, 4 3 0 万４千円 2 , 1 1 8 万５千円 1 7 億4, 3 1 1 万９千円 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 

2 , 9 6 4 万２千円 △　42 1 万８千円 3 , 3 8 6 万０千円 介護サービス事業勘定特別会計 

2 , 0 2 2 万７千円 5 9 万８千円 1 , 9 6 2 万９千円 衛 生 処 理 事 業 特 別 会 計 

2 , 6 1 1 万８千円 （歳出の組替） 0 円 2 , 6 1 1 万８千円 温 泉 事 業 特 別 会 計 

主な歳出 
・福祉医療費　　　　　　　　　   2 0 0 万０千円（総額１億5, 7 8 9 万６千円） 
・後期高齢者システム改修委託料   1 8 3 万８千円（総額   　 1 , 9 4 2 万６千円） 
・中小企業振興資金保証料　　　   1 2 8 万９千円（総額　　   6 8 4 万３千円） 
・中小企業融資斡旋資金利子補給   1 0 5 万６千円（総額　　   6 9 9 万６千円） 
・除雪業務委託料　　　　　　　   9 6 7 万５千円（総額   　 5 , 1 1 7 万５千円） 

主な歳入 
・ 固定資産税（現年 ・ 滞納繰越分） 

9 2 1 万７千円 
・県民税徴収事務委託金 

1 , 5 5 8 万４千円 

平成19年度３月補正予算
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4平成20年度予算審議の内容

敬
老
式
記
念
品

は
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
食
糧
費
は
今
回
計

上
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
直
会

な
お
ら
い

を
や
め
る
と
い

う
こ
と
か
。

ま
た
、高
齢
者
の
お
祝
い

金
を
削
る
こ
と
に
つ
い
て
、

再
考
の
余
地
は
な
い
の
か
。

現
在
、
各
種
会

議
の
中
で
食
糧
費

は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
く

な
っ
て
い
る
。
敬
老
式
だ

け
特
別
と
い
う
こ
と
に
は

い
か
な
い
。
直
会

な
お
ら
い

を
楽
し

み
に
来
て
い
る
方
々
も
い

る
と
思
う
が
、
財
政
的
な

事
情
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
、
節
目
の
祝
金
１

万
円
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
財
政
の
中
で
お
年
寄
り

の
方
々
も
、
ま
た
若
い

方
々
に
も
納
得
し
て
も
ら

え
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

福
祉
の
あ
り
方
と
い
う
も

の
を
考
え
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
百
歳
の
30
万

円
だ
け
と
し
た
。

三
種
町
漁
業
振

興
基
金
に
つ
い
て

９
月
議
会
で
基
金
条
例
を

廃
止
し
て
基
金
を
取
り
崩

し
、
12
月
議
会
で
漁
業
組

合
に
返
す
趣
旨
の
発
言
を

し
、
さ
ら
に
３
月
議
会
で

先
の
発
言
を
取
り
消
し

た
。
今
後
の
対
応
は
。

総
務
委
員
会
の

審
議
の
報
告
を
受

け
て
、
そ
の
内
容
を
十
分

尊
重
し
な
が
ら
今
後
の
具

体
的
な
対
応
を
決
め
て
い

き
た
い
。

①
農
業
人
材
育

成
委
員
会
補
助
金

の
目
的
は
何
か
。
ま
た
、

補
助
金
の
ほ
と
ん
ど
が
使

わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

②
補
助
金
は
、
年
度
毎

に
区
切
っ
て
、
余
っ
た
ら

返
還
す
べ
き
も
の
だ
。
し

か
し
、
18
年
度
の
補
助
事

業
が
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
か
ら
の
補
助
金
が

通
帳
に
残
っ
た
ま
ま
翌
年

度
に
繰
越
さ
れ
て
い
る
の

は
大
問
題
だ
。
補
助
金
の

ル
ー
ル
や
補
助
金
交
付
規

則
に
反
し
て
お
り
、
た
だ

ち
に
返
還
さ
せ
る
べ
き
だ
。

①
農
業
発
展
の

か
ぎ
を
握
る
の
は

人
材
で
、
そ
の
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
補
助
制
度

で
あ
る
。
農
家
、
農
家
の

団
体
、
い
ろ
ん
な
作
物
部

会
な
ど
の
研
修
に
補
助
す

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

旧
八
竜
町
時
代
の
平
成
５

年
に
立
ち
上
げ
た
制
度
だ

が
、
合
併
し
た
18
年
度
か

ら
は
、
町
が
500
万
円
・
Ｊ

Ａ
が
250
万
円
・
計
750
万
円

の
補
助
金
を
原
資
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

19
年
度
は
町
が
100
万
円
・

Ｊ
Ａ
が
50
万
円
の
補
助
金

を
出
し
て
い
る
。
補
助
事

業
の
実
績
は
18
年
度
が
約

73
万
円
で
、
677
万
円
の
補

助
金
が
19
年
度
に
繰
越
さ

れ
て
い
る
。
19
年
度
で
は
、

約
100
万
円
が
研
修
事
業
に

助
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
常
に
750
万
円
の
原
資

を
確
保
し
て
お
く
よ
う
に

す
る
た
め
、
町
が
２
／
３
・

Ｊ
Ａ
が
１
／
３
の
割
合
で
補

助
し
、
足
し
て
い
く
手
法

を
取
っ
て
い
る
。

②
財
務
上
の
ル
ー
ル
に

反
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

返
還
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
。
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
、
共

通
認
識
の
も
と
に
対
応
し

て
い
く
。

地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
委
託

料
約
740
万
円
の
予
算
の
内

訳
と
活
動
内
容
は
。

こ
れ
は
八
竜
地

区
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
分
で
、
浜
口
保

育
園
内
で
事
業
を
実
施
し

専
任
２
名
を
配
置
す
る
。

保
育
園
の
未
就
園
児
童

と
、
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
て
定
期
的
に
そ
の
施

設
の
方
へ
来
て
い
た
だ

き
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど

の
相
談
業
務
を
行
な
っ

て
、
家
庭
内
で
の
子
育
て

に
資
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
サ
ー
ク
ル
補
助

金
約
22
万
円
の
内
容
は
。

週
休
２
日
制
に

な
っ
た
と
き
に
、

土
曜
日
の
子
供
た
ち
の
対

応
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
立
ち
上
げ
た
事
業

で
、
講
師
や
指
導
者
を
招

い
て
「
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
」

や
「
そ
ば
打
ち
」
な
ど

様
々
な
体
験
学
習
を
行
な

っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て

の
補
助
金
で
あ
る
。

バ
ス
路
線
維
持

の
補
助
金
が
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。
来
年
度
、

琴
丘
地
域
で
は
学
校
の
統

合
も
あ
り
、
そ
の
た
め
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
山
本
地

域
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
も

関
わ
っ
て
く
る
問
題
だ

が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
一

般
の
人
た
ち
も
乗
れ
る
よ

う
な
形
に
し
て
バ
ス
会
社

へ
の
補
助
金
を
な
る
べ
く

平成20年度 平成20年度 
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5 平成20年度予算審議の内容

少
な
く
し
て
い
く
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

４
月
以
降
、
地

域
公
共
交
通
会
議

を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
交
通
弱
者
や
通
学
者

へ
の
対
応
な
ど
多
角
的
に

議
論
す
る
場
を
設
け
、
よ

り
よ
い
方
向
性
を
見
出
し

て
い
く
。

生
活
バ
ス
路
線
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
12
月
補

正
で
対
応
す
る
。

琴
丘
農
業
公

社
、
梅
の
管
理
事

業
等
へ
の
補
助
金
、
委
託

料
が
昨
年
と
余
り
変
ら
な

い
。
公
社
は
農
業
委
員
会

と
ダ
ブ
っ
て
い
る
所
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。
農
業
公

社
の
主
な
内
容
、
梅
収
穫

の
販
売
実
績
、
今
後
の
対

応
は
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
防
除
事
業

（
八
竜
の
航
空
防
除
協
議

会
が
解
散
し
そ
の
部
分
を

農
業
公
社
か
ら
受
け
て
も

ら
う
）
。
金
仏
公
園
の
梅

の
管
理
事
業
、
農
地
保
有

合
理
化
事
業
（
農
業
委
員

会
と
あ
る
程
度
重
な
る
）

を
中
心
に
行
な
っ
て
い

る
。
19
年
度
の
梅
の
販
売

実
績
は
公
社
、
そ
の
他
合

わ
せ
て
160
万
円
位
、
初
期

に
期
待
さ
れ
た
業
績
と
は

程
遠
い
。
今
後
公
社
を
極

力
地
域
農
業
に
生
か
せ
る

形
で
導
い
て
い
く
。

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
処
理
料

462
万
７
千
円
と
あ
る
が
、

そ
ん
な
に
か
か
る
の
か
。

19
年
度
の
処
理

委
託
料
を
基
準
に

見
込
ん
だ
。
い
ず
れ
は
、

古
紙
の
よ
う
な
形
で
資
源

ご
み
と
し
て
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
で
も
考

え
て
い
き
た
い
。

商
工
観
光
費
の

指
定
管
理
料
８
千

442
万
７
千
円
の
内
訳
は
。

パ
レ
ス
・
サ
ン

バ
リ
オ
は
、
除
雪

費
分
が
含
ま
れ
た
の
で
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

ぼ
う
じ
ゅ
館
・
湖
水
館

の
管
理
・
運
営
は
、
今
年

度
か
ら
４
月
〜
11
月
ま
で

と
す
る
。
（
19
年
度
は
４

月
〜
12
月
）生

産
調
整
非
協

力
認
定
農
家
を
、

取
り
消
し
す
る
方
向
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
県
の

見
解
と
相
違
が
あ
る
の
で

は
。

県
の
見
解
は
、

三
種
町
の
現
状
を

把
握
し
て
い
な
い
中
で
の

も
の
だ
っ
た
と
伺
っ
て
い

る
。
１
年
間
で
３
回
文
書

で
勧
告
し
、
直
接
本
人
と

も
話
し
合
っ
て
い
る
の

で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
い
る
と
考
え
る
。
第

三
者
機
関
で
あ
る
地
域
担

い
手
総
合
支
援
協
議
会

で
、
取
り
消
す
方
向
で
意

見
集
約
さ
れ
た
が
、
再
度

本
人
の
意
志
等
を
確
認

し
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

小
作
料
協
議
会

委
員
報
酬
６
万
８

千
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
19
年
度
に
改
定
さ
れ

て
い
る
が
、
20
年
度
再
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

19
年
度
の
会
議

の
中
で
、
米
価
の

安
定
期
で
は
な
い
の
で
、

20
年
度
も
協
議
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
、
予
算
化
し
た
。

三
種
町
観
光
協

会
補
助
金
194
万
３

千
円
に
、
人
件
費
は
含
ま

れ
る
の
か
。昨

年
度
は
八
竜

が
59
万
９
千
円
、

琴
丘
が
20
万
円
、
山
本
が

148
万
６
千
円
で
、
計
228
万

５
千
円
の
補
助
額
で
あ
っ

た
。
今
年
は
そ
の
85
％
の

194
万
３
千
円
を
計
上
し

た
。
山
本
観
光
協
会
が
、

そ
の
補
助
金
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
た
の
か
、

具
体
的
に
は
分
か
ら
な

い
。

給
食
セ
ン
タ
ー

工
事
費
総
額
５
億

５
千
万
円
。
合
併
特
例
債

を
使
う
に
し
て
も
30
％
は

町
負
担
だ
が
、
償
還
の

額
・
年
数
は
。

特
例
債
充
当
分

は
４
億
７
千
万

円
。
３
年
据
置
き
の
20
年

償
還
な
の
で
実
質
17
年
だ

が
、
元
金
の
分
が
毎
年
２

千
398
万
２
千
円
。
利
子
分

は
、
今
後
銀
行
と
の
協
議

に
な
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
が
21
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。

20
年
中
に
ふ
る
さ
と
会
な

ど
を
と
お
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
と
の
事
だ
が
、
５
千

円
の
自
己
負
担
や
、
手
続

き
の
手
間
を
と
ら
せ
る
も

の
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
会

関
連
の
予
算
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
て
い
る
の
が
気
が

か
り
だ
。

年
内
に
関
係
団

体
と
協
議
し
、
着

実
に
周
知
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。
通
信
運
搬
費
の

補
正
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

国
体
実
行
委
員

会
の
備
品
・
残
余

財
産
の
処
分
は
。

全
て
三
種
町
に

帰
属
す
る
。
現
金

450
万
円
ほ
ど
は
町
の
雑
入

と
な
り
、
備
品
は
山
本
・

八
竜
・
琴
丘
総
合
体
育
館

に
置
く
。
パ
ソ
コ
ン
等

は
、
ま
ち
づ
く
り
課
と
協

議
し
な
が
ら
配
置
す
る
。

増 減 1 9 年度 2 0 年度 区　 分 

△ 1 , 5 0 0 2 8 , 5 0 0 2 7 , 0 0 0 ゆ め ろ ん 

±　 　04 , 5 0 0 4 , 5 0 0 ゆ め っ ぴ い 

△ 3 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0 2 7 , 0 0 0 ゆ ー ぱ る 

2 0 0 5 , 5 0 0 5 , 7 0 0 パ レ ス 琴 丘 

4 0 0 1 5 , 0 0 0 1 5 , 4 0 0 サ ン バ リ オ 

△　42 2 2 , 8 1 6 2 , 3 9 4 ぼ う じ ゅ 館 

△　42 9 2 , 8 6 2 2 , 4 3 3 はねがわ湖水館 

△ 4 , 7 5 1 8 9 , 1 7 8 8 4 , 4 2 7 計 

指定管理料予算比較表

単位：千円



先
般
、
三
種
町
浜
田
に

お
い
て
農
作
業
小
屋
の
火

災
が
あ
っ
た
が
、
火
災
発

生
時
の
対
応
を
見
る
と
、

広
域
消
防
と
地
元
分
団
の

連
携
が
非
常
に
悪
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
山
本
地
域
の
福

祉
施
設
で
ボ
ヤ
の
際
、
地

元
分
団
が
場
所
を
特
定
で

き
ず
、
一
番
最
後
に
現
場

へ
駆
け
つ
け
た
と
も
聞
い

て
い
る
。

①
初
期
消
火
に

戸
惑
い
、
放
水
ま

で
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
し
た
よ
う
だ
が
、
広
域

消
防
と
地
元
消
防
団
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

②
火
災
発
生
時
に
防
災

行
政
無
線
で
火
災
を
知
ら

せ
る
サ
イ
レ
ン
が
、
し
ば

ら
く
し
て
か
ら
鳴
っ
た
。

119
番
通
報
の
受
付
、
指
令

が
す
べ
て
能
代
山
本
広
域

市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
関
係
し
て
い

る
の
か
。
南
部
消
防
署
時

代
は
今
よ
り
著
し
く
迅
速

で
あ
っ
た
。

③
消
火
栓
か
ら
放
水
す

る
と
水
道
が
濁
る
こ
と
が

あ
る
。
知
ら
ず
に
飲
ん
だ

り
浴
槽
が
濁
っ
た
り
、
い

や
な
思
い
を
し
た
と
い
う

話
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
防
災
行
政
無
線

な
ど
で
周
知
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長

①
広
域
消

防
本
部
と
三
種
消

防
署
等
に
事
情
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
火
災
時
の
サ

イ
レ
ン
及
び
放
送
は
、
普

段
よ
り
遅
か
っ
た
こ
と
を

認
め
て
い
る
。
本
部
で
火

災
現
場
の
特
定
に
時
間
が

か
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
三

種
消
防
署
へ
の
連
絡
が
遅

れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
。
場
所
が
畑
の
中
の
作

業
場
で
あ
っ
た
の
で
、
特

定
し
に
く
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

現
場
で
は
、
三
種
消
防

署
の
ポ
ン
プ
車
が
や
や
遅

れ
て
到
着
し
た
が
、
消
防

署
が
早
く
消
火
栓
に
つ
な

い
だ
こ
と
か
ら
分
団
と
の

口
論
に
な
っ
た
。
結
果
と

し
て
浜
田
分
団
が
消
防
署

の
ポ
ン
プ
車
に
ホ
ー
ス
を

つ
な
ぎ
放
水
し
た
。
広
域

消
防
は
、
19
年
の
４
月
に

大
異
動
を
行
な
っ
て
お

り
、
異
動
に
な
っ
た
署
員

が
町
の
地
理
に
慣
れ
て
い

な
か
っ
た
。
今
後
は
消
防

署
と
地
元
分
団
の
連
携
を

強
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
サ
イ
レ
ン
が
遅
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
消
防
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム
が
２
月

１
日
か
ら
稼
働
し
て
お

り
、
今
後
は
解
消
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。
新
シ
ス

テ
ム
で
は
、
携
帯
か
ら
の

火
災
通
報
で
も
か
け
て
い

る
位
置
が
大
画
面
の
中
に

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
表
示
さ

れ
、
三
種
消
防
署
の
端
末

で
も
同
時
に
見
ら
れ
る
の

で
、
火
災
場
所
の
特
定
が

瞬
時
に
で
き
る
。

上
下
水
道
課
長

③
水
道
水
の
火

災
時
の
濁
り
に
つ
い
て

は
、
水
道
水
は
自
然
流
圧

で
流
れ
て
い
る
が
、
火
災

時
の
場
合
は
流
速
が
急
激

に
な
り
、
管
の
内
面
に
付

着
し
て
い
る
鉄
分
が
は
が

れ
る
こ
と
が
原
因
で
濁
り

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
。
火
災
が
終
わ
っ
て
か

ら
２
、
３
時
間
た
っ
た
後

に
濁
り
が
発
生
す
る
場
合

が
多
々
あ
り
、
防
災
行
政

無
線
な
ど
を
使
っ
て
住
民

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

広
域
消
防
と

地
元
分
団
の
連
携 三浦　　敦議員

本部の新システムと
三種消防署内の端末



合
併
し
て
３
年

目
、
こ
れ
か
ら
は

真
の
合
併
効
果
あ
る
い
は

今
後
の
町
づ
く
り
な
ど
が

町
民
か
ら
厳
し
く
求
め
ら

れ
て
く
る
。
町
長
は
町
の

舵
取
り
と
し
て
日
夜
頑
張

っ
て
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
思
い
と
今
後
２
年
間
町

政
に
か
け
る
思
い
を
伺
い

た
い
。

町
長

精
神
的
に

も
物
理
的
に
も
仕

事
量
が
増
え
た
。
町
民
は

合
併
し
た
以
上
協
力
し
あ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
認
識
は
予
想

以
上
に
強
い
の
で
大
変
あ

り
が
た
い
。
合
併
後
の
初

代
首
長
は
、
習
慣
の
違
い

な
ど
で
大
変
難
儀
す
る
も

の
だ
が
、
４
年
間
で
新
町

発
展
の
た
め
の
地
な
ら
し

の
役
割
を
果
た
し
た
い
。

20
年
度
の
予
算

を
見
る
と
公
債
費

と
扶
助
費
が
増
加
し
、
各

種
団
体
や
組
織
へ
の
補
助

金
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
町
に

活
気
が
な
く
な
る
典
型

だ
。
こ
う
い
う
状
況
が
続

く
と
納
税
率
も
下
向
に
な

る
。
今
後
健
全
か
つ
安
定

し
た
町
財
政
確
立
す
る
た

め
も
っ
と
も
っ
と
深
く
掘

り
起
こ
し
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
町
長
の
考
え
て

る
改
善
策
と
は
何
か
。

町
長

財
政
が
悪

い
の
は
、
歳
入
に

比
し
て
過
大
な
債
務
を
抱

え
て
い
る
こ
と
だ
。
借
金

を
確
実
に
減
ら
し
て
公
債

比
率
を
下
げ
て
い
く
、
そ

れ
が
何
よ
り
の
改
善
策

だ
。
私
の
任
期
中
に
あ
る

程
度
落
ち
着
か
せ
、
い
い

方
向
に
向
か
わ
せ
る
。

当
町
で
は
年
間

250
人
以
上
の
人
口

減
が
続
い
て
い
る
。
保
護

者
が
多
額
の
経
費
を
か
け

て
優
秀
な
人
材
を
育
成
し

首
都
圏
へ
送
り
出
し
て
い

る
。
や
が
て
戻
り
た
く
て

も
受
け
皿
が
な
い
。
特
に

若
者
の
流
出
は
残
念
だ
。

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
回
帰
策
定
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
が
経

過
と
現
状
今
後
の
方
向
を

伺
い
た
い
。

町
長

町
営
住
宅

は
計
画
通
り
定
期

的
に
建
設
す
る
。
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も
図
っ
て

行
く
。
高
速
自
動
車
道
の

秋
田
市
以
北
全
部
の
無
料

化
を
目
指
す
と
の
知
事
の

方
針
も
あ
り
私
共
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

回
帰
策
定
委
員
会
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
団
塊
世

代
の
退
職
が
多
く
な
る

が
、
空
き
家
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
、
人
口
流
出
防

止
・
定
住
促
進
に
努
め

る
。

町
内
の
企
業
や

商
店
は
厳
し
い
経

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
公
共
事
業
の
減
少
や

先
行
が
見
え
な
い
不
況
に

よ
る
買
控
え
に
対
し
、
各

自
企
業
努
力
し
頑
張
っ
て

い
る
。
活
性
化
や
経
営
基

盤
強
化
に
向
け
て
の
支
援

策
は
。

町
長

中
小
企
業

の
融
資
の
斡
旋
は

大
幅
に
伸
び
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
町
が
利
子
補
給

等
を
し
な
が
ら
支
援
し
て

い
る
。
地
元
に
あ
る
も
の

を
生
か
し
て
何
か
町
お
こ

し
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事

な
ど
、
商
業
者
の
経
営
に

役
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
町
民
な
ど
か
ら
協
力

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

合
併
し
て
３
年

目
、
い
ま
だ
に
町

民
歌
と
町
の
シ
ン
ボ
ル
は

制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
特

に
町
民
歌
は
必
要
と
思

う
。
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
三
種
町
の
融
和
が
さ

ら
に
強
ま
る
。
早
急
に
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

町
民
歌
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
は
合

併
協
で
新
町
に
お
い
て
必

要
性
も
含
め
て
検
討
す
る

と
い
う
決
定
事
項
で
し

た
。
町
民
歌
に
つ
い
て
は

町
長
も
必
要
性
を
認
め
て

い
る
。

施
政
方
針

三種町議会だより

7 一般質問

一
般
質
問 

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 宮田　幹保議員

地
元
企
業
、
商
店
育
成

19年２月 ふるさと回帰相談会 フォーラム風景

町

財

政

人
口
流
出
防
止
、

定
住
促
進

町
民
歌
　

町
の
シ
ン
ボ
ル



最
近
、
町
の
財

政
の
厳
し
さ
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
町
長
は
こ
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
た
原
因
や
責

任
に
つ
い
て
、
町
民
に
向

か
っ
て
総
括
し
た
こ
と
が

な
い
。

こ
こ
へ
き
て
、
町
民
は

町
の
財
政
状
況
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
で
は
、
諦
め
感
や

投
げ
や
り
感
が
広
が
っ
て

い
る
。

な
ぜ
、
今
改
革
な
の
か
、

今
後
町
の
財
政
は
ど
う
な

る
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
反
省
と
責
任
を
含

め
て
町
民
に
説
明
す
る
機

会
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長

町
の
財
政

の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に

あ
い
さ
つ
な
ど
で
は
触
れ

て
き
た
が
、
具
体
的
な
数

字
を
挙
げ
た
説
明
は
し
て

こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
20
年
度
に
入

っ
て
か
ら
町
の
広
報
に
よ

っ
て
４
月
と
５
月
の
２
回

に
分
け
て
説
明
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
年
度
で
は
自

治
会
長
会
議
を
３
ヶ
所
で

行
な
う
こ
と
に
し
て
い
る

の
で
、
そ
こ
で
も
資
料
に

基
づ
き
説
明
す
る
。

行
財
政
改
革
に

お
い
て
、
職
員
の

給
与
や
議
員
の
報
酬
が
聖

域
で
な
い
こ
と
に
は
異
論

が
な
い
。
し
か
し
、
職
員

の
給
与
は
生
活
給
で
あ

り
、
生
活
権
の
保
証
と
い

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

単
に
財
政
が
厳
し
い
か

ら
と
か
、
他
の
自
治
体
と

歩
調
を
合
わ
せ
な
け
れ

ば
、
と
い
う
こ
と
で
安
易

に
他
の
経
費
と
ひ
と
く
く

り
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に

は
非
常
に
無
理
が
あ
り
、

取
り
扱
い
は
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
の

給
与
は
税
金
か
ら
し
か
も

ら
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

公
務
員
給
与
と
い
う
も
の

の
本
質
を
は
き
違
え
て
は

な
ら
な
い
。

ま
た
、
町
で
は
職
員
の

給
与
を
削
減
し
な
い
と
20

年
度
か
ら
赤
字
に
転
落
す

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
町

が
示
し
た
財
政
見
通
し
を

よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
20

年
度
は
職
員
給
与
を
カ
ッ

ト
し
な
く
て
も
赤
字
に
は

な
ら
な
い
。
逆
に
黒
字
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く

と
も
20
年
度
の
削
減
は
止

め
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長

苦
し
い
時

な
の
で
、
町
民
も

職
員
も
痛
み
を
分
か
ち
合

う
こ
と
で
、
町
民
か
ら
見

て
平
等
意
識
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
町
で
一
番
高
く
安

定
し
た
給
料
を
も
ら
っ
て

い
る
の
は
公
務
員
だ
か

ら
、
役
職
の
上
も
下
も
そ

れ
な
り
の
苦
労
を
分
か
ち

合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。将

来
、
財
政
に
余
裕
が

出
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
も

と
に
直
せ
ば
い
い
。

今
回
町
が
示
し

た
20
年
度
〜
21
年

度
の
財
政
見
通
し
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
箇
所
で
理
屈
の

合
わ
な
い
と
こ
ろ
や
現
実

性
に
欠
け
る
も
の
が
多

い
。し

た
が
っ
て
、
こ
の
見

通
し
を
も
と
に
編
成
さ
れ

た
20
年
度
予
算
は
適
切
さ

に
お
い
て
疑
問
が
あ
る
。

も
っ
と
時
間
を
か
け
て
客

観
性
の
あ
る
財
政
見
通
し

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

総
務
課
長

20
年

度
予
算
に
お
い
て

は
、
地
方
再
生
対
策
費
が

入
っ
て
い
る
の
で
交
付
税

が
昨
年
よ
り
増
え
て
い

る
。ま

た
、
若
年
退
職
者
が

６
人
出
た
の
で
そ
の
分
通

常
よ
り
支
出
が
減
っ
て
い

る
。

そ
う
い
う
点
か
ら
す
れ

ば
職
員
給
与
の
削
減
の
必

要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
が
、
町
長
の
政
策

経
費
や
団
体
へ
の
必
要
不

可
欠
な
補
助
金
も
あ
る
の

で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
合

わ
せ
て
20
年
度
予
算
を
作

っ
た
。

H   2 4 H   2 3 H   2 2 H   2 1 H   2 0 H   1 9   H   1 8 区　　分 

8 , 0 6 9 8 , 2 1 3 8 , 3 6 2 8 , 6 8 5 9 , 4 5 3 9 , 7 2 1 1 0 , 0 1 1 計 歳   入 

8 , 0 9 0 8 , 2 6 3 8 , 5 1 1 8 , 9 8 5 9 , 5 0 7 9 , 7 2 1 9 , 8 1 8 計 歳   出 

▲　 2 1 ▲　 5 0 ▲ 1 4 9 ▲ 3 0 0 ▲　 5 4 0 1 9 3 年 度 収 支 

▲ 5 7 4 ▲ 5 5 3 ▲ 5 0 3 ▲ 3 5 4 ▲　 5 4 0 0 普 通 会 計 累 積 収 支 

0 0 0 0 1 5 7 1 4 5 1 2 1 基 金 取 崩 額 

0 0 0 0 0 1 5 7 3 0 2 年 度 末 基 金 残 高 

▲ 1 2 8 ▲ 1 2 8 ▲ 1 2 8 ▲ 1 2 8 ▲ 1 2 8 ▲ 1 2 8 ▲ 1 2 8 特 別 会 計 累 積 収 支 

▲ 7 0 2 ▲ 6 8 1 ▲ 6 3 1 ▲ 4 8 2 ▲ 1 8 2 ▲ 1 2 8 6 5 連 結 決 算 累 積 収 支 
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8一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一
般
質
問 清水　欣也議員

予
算
の
削
減
計
画

の
見
直
し
を

中期財政見通し（平成18～24年）

（単位：百万円）



収
支
を
合
わ
す

た
め
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
町
民
の
気
持
ち
は
閉

塞
感
で
満
た
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

町
税
収
入
等
厳
し
い
状

況
で
あ
る
が
、
少
し
で
も

収
入
を
増
や
す
た
め
に
長

期
に
亘
る
投
資
的
事
業
も

必
要
で
は
な
い
か
。
国
、

県
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、

町
長
の
考
え
方
を
伺
い
た

い
。

町
長
　
投
資
的
な

良
い
事
業
が
あ
れ

ば
、
係
わ
っ
て
い
き
た
い
。

能
代
港
の
リ
サ
イ
ク
ル
ポ

ー
ト
事
業
な
ど
情
報
か
ら

目
を
逸
ら
さ
ず
、
常
に
神

経
を
向
け
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

厳
し
い
地
域
経

済
状
況
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
カ
ン
フ
ル
剤
と

し
て
の
起
債
事
業
も
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長

今
後
財
政

状
況
に
余
裕
が
出

て
く
れ
ば
、
町
の
地
域
経

済
発
展
の
た
め
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

農
林
漁
業
・
商

工
業
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
観
光
事
業
も

経
済
効
果
が
大
き
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
観
光

に
対
す
る
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

町
長

今
回
、
商

工
観
光
課
を
ま
ち

づ
く
り
課
に
一
本
化
す
る

組
織
改
革
を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
観
光
を

軽
視
し
た
も
の
で
は
な

い
。
イ
ベ
ン
ト
も
含
め

様
々
な
課
と
関
係
し
て
く

る
の
で
、
観
光
行
政
を
進

め
や
す
く
す
る
た
め
に
行

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ご

承
知
い
た
だ
き
た
い
。

観
光
は
こ
れ
か
ら
伸
び
て

い
く
産
業
、
重
視
す
べ
き

産
業
と
と
ら
え
て
い
る
。

町
長
自
ら
観
光

振
興
・
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
全
国
を
回

り
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

合
併
後
の

２
年
間
は
忙
し

く
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
仕

事
を
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

企
業
誘
致
も
含
め
三
種
町

の
宣
伝
に
努
め
て
い
き
た

い
。

先
般
、
行
財
政

改
革
推
進
検
討
委

員
会
を
組
織
し
た
よ
う
だ

が
、
旧
三
町
の
代
表
の

方
々
で
構
成
さ
れ
た
合
併

協
議
会
の
決
定
事
項
と
諮

問
内
容
と
の
整
合
性
を
伺

い
た
い
。

町
長

合
併
協
議

会
で
決
ま
っ
た
こ

と
は
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
合
わ
せ
修
正

す
べ
き
場
合
も
あ
り
、
そ

の
都
度
協
議
し
て
い
く
。

合
併
後
２
年
足

ら
ず
で
社
会
情
勢

が
激
変
し
た
の
か
。
合
併

協
議
会
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。

町
長

旧
三
町
の

事
務
方
が
数
字
を

集
め
作
成
し
た
も
の
だ

が
、
予
想
以
上
に
世
の
中

が
変
わ
り
、
狂
い
が
生
じ

た
と
見
て
い
る
。
結
果
的

に
ち
ょ
っ
と
甘
か
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。
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9 一般質問

平賀　　真議員

町
の
収
入
増
の
具

体
的
対
策

一
般
質
問 

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

森岳温泉夏まつり

合
併
協
議
会
決
定
事

項
に
対
す
る
考
え



「
小
学
校
は
旧
３
地
域

ご
と
に
一
校
に
、
中
学
校

は
全
町
で
一
校
に
統
合
す

る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ

た
。
学
校
再
編
整
備
計
画

案
で
は
、
「
琴
丘
地
域
の

３
小
学
校
は
21
年
４
月
に

統
合
し
校
舎
は
鹿
渡
小
学

校
と
す
る
。」
と
し
て
い
る
。

昭
和
55
年
に
完

成
し
た
鹿
渡
小

は
、
体
育
館
の
雨
漏
り
な

ど
補
修
改
修
す
べ
き
箇
所

が
多
々
あ
り
、
耐
震
調
査

も
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

再
編
検
討
委
員
会
は
現
状

視
察
を
行
な
っ
た
の
か
。

教
育
長
　
教
育
委

員
会
が
現
状
を
正

確
に
把
握
し
て
お
り
、
委

員
会
に
も
伝
え

て
い
る
の
で
視

察
は
し
て
い
な

い
。
体
育
館
の

補
修
が
必
要
な

事
は
、
委
員
も

承
知
し
て
い

る
。

現
鹿

渡
小
は
、

半
永
久
的
に
存

続
す
る
も
の
と

考
え
る
。
ま
た
、

教
育
条
件
向
上

の
た
め
統
合
す

る
の
で
あ
れ
ば
、

20
年
度
中
に
大

改
修
す
べ
き
だ
。

町
長

当
初
予
算

に
は
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
、
体
育
館
の
雨

漏
り
や
、
出
入
口
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
崩
落
危
険
箇
所

の
対
策
を
20
年
度
中
に
講

じ
る
。
今
は
応
急
的
な
手

当
て
し
か
で
き
な
い
が
、

今
後
は
財
政
状
況
や
児
童

数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

そ
れ
な
り
の
手
だ
て
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
長

屋
外
階

段
の
外
壁
崩
落
箇

所
は
現
在
（
３
月
８
日
）

修
繕
工
事
中
で
あ
る
。

琴
丘
中
は
校
舎

の
雨
漏
り
箇
所
が

増
え
、
３
階
外
壁
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片
が
落
下
す

る
な
ど
大
変
危
険
な
状
態

だ
。
総
合
計
画
で
は
20
年

度
で
琴
中
大
規
模
改
修
５

千
万
円
と
し
て
い
る
が
、

実
施
さ
れ
る
の
か
。

町
長

中

学
校
は
26

年
度
以
降
に
統
合

す
る
方
針
だ
が
、

そ
れ
ま
で
の
短
い

ス
パ
ン
で
整
備
を

検
討
す
る
。
最
小

限
の
経
費
で
雨
漏

り
を
止
め
る
た
め

の
工
法
を
設
計
会

社
に
依
頼
し
て
お

り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
崩
落
対
策
も
含

め
20
年
度
内
に
確

実
に
改
修
で
き
る

よ
う
頑
張
る
。

広
報
み
た
ね
２
月
号

で
、
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く

状
況
が
公
表
さ
れ
た
が
、

81
項
目
中
61
項
目
が
実
施

済
の
た
め
72
％
の
進
ち
ょ

く
率
と
し
て
い
る
。
実
施

済
と
し
た
中
で
、
金
額
的

に
全
く
削
減
さ
れ
て
い
な

い
項
目
や
、
逆
に
増
え
て

し
ま
っ
て
い
る
項
目
が
あ

り
、
進
ち
ょ
く
率
72
％
と

い
う
の
は
情
報
操
作
と
し

か
思
え
な
い
。
し
っ
か
り

と
情
報
公
開
し
、町
民
の
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

数
値
を
掲
げ
た

プ
ラ
ン
で
あ
れ

ば
、
数
値
を
示
し
た
進
ち

ょ
く
状
況
を
公
表
す
べ
き

だ
。

総
務
課
長

広
報

み
た
ね
５
月
号
で

18
年
度
分
の
数
値
は
正
確

に
公
表
す
る
。
19
年
度
分

に
つ
い
て
は
見
込
み
と
い

う
形
に
な
る
。

税
等
収
納
対
策

連
絡
会
議
を
設
置

し
、
夜
間
徴
収
窓
口
を
開

く
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
滞
納
額
は

減
少
傾
向
に
あ
る

の
か
。

税
務
課
長

税
務
課

関
係
の
徴
収
率
は

上
が
っ
て
い
る

が
、
正
確
な
数
値

は
６
月
に
出
る
。

５
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
個
別
訪
問
を
主
体
に
課

を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
前

年
よ
り
滞
納
額
を
減
ら
す

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

21
年
度
ま
で
に

集
中
改
革
プ
ラ
ン

で
10
億
円
、
行
財
政
改
革

推
進
計
画
で
４
億
円
、
合

わ
せ
て
14
億
円
の
経
費
削

減
を
す
る
と
し
て
い
る

が
、
重
複
す
る
項
目
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
計
画
の

中
身
は
。総

務
課
長

滞
納

者
対
策
の
項
目
が

重
複
し
て
い
て
、
両
方
の

整
合
性
を
考
慮
し
な
か
っ

た
ミ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
分
の
２
千
万
円
は
他

の
項
目
で
頑
張
っ
て
カ
バ

ー
し
た
い
。

学
校
統
合
と

老
朽
校
舎
改
修

三種町議会だより
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問 加藤彦次郎議員

築43年、改修が待たれる
集
中
改
革
プ
ラ
ン

と
行
財
政
改
革
推

進
計
画

行財政改革推進計画の目標効果額

歳入の確保 5,800万円

（未収金対策、使用料の見直
し、町有財産の売払等）

歳出の削減 約３億5,000万円

①人件費 5,600万円

②補助費等 7,500万円

③特別会計への繰出金 9,000万円

④物件費 7,000万円

⑤公共施設の売払等 6,000万円



か
な
り
の
税
金

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
絶
大
な
る
力
添

え
が
投
入
さ
れ
た
わ
か
杉

国
体
。
こ
れ
に
よ
り
相
当

の
経
済
波
及
効
果
が
望
め

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

現
在
目
に
見
え
る
、
あ
る

い
は
数
字
で
示
せ
る
効
果

は
。三

種
町
経
済
に
と
っ
て

今
後
ど
の
よ
う
に
波
及
し

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

三
種
町
生
産
品
も
好
評

を
呼
ん
だ
と
聞
い
て
い

る
。
ま
た
大
手
の
誘
致
企

業
や
産
業
が
望
め
な
い
中

で
三
種
町
を
全
国
的
に
ど

う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は

今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
。

町
長
　
直
接
把
握

で
き
る
部
分
と
で

き
な
い
部
分
が
あ
る
が
、

宿
泊
関
係
で
は
温
泉
な
の

で
当
然
入
湯
税
が
か
か

る
。
入
湯
税
の
申
告
が
71

万
４
千
750
円
。
選
手
・
監

督
等
、
わ
か
杉
国
体
と
わ

か
杉
大
会
の
宿
泊
関
係
が

７
千
834
人
。
宿
泊
費
用
と

し
て
７
千
866
万
３
千
900
円

が
業
者
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
応
援
者
、
見

学
者
、
あ
る
い
は
国
体
を

兼
ね
て
き
た
観
光
客
は
把

握
で
き
な
い
。
今
後
は
全

国
か
ら
三
種
町
を
知
っ
て

も
ら
っ
た
せ
っ
か
く
の
機

会
で
も
あ
り
行
政
も
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

業
者
も
礼
状
、年
賀
状
、暑

中
見
舞
等
い
ろ
ん
な
手
だ

て
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
努
力
も
必
要
だ

と
思
う
。

５
億
円
に
も
の

ぼ
る
各
種
の
未
納

金
は
町
の
財
政
を
圧
迫
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の

ご
ろ
で
は
町
民
の
不
満
・

不
服
が
、
行
政
に
対
す
る

不
信
感
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
そ
の
結
果
、
さ
ら
に

未
納
金
増
と
い
う
悪
循
環

に
つ
な
が
る
。
こ
の
危
機

感
を
食
い
止
め
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
当
局

の
「
不
公
平
感

が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
、
な

ど
と
漫
然
と
し

た
取
り
組
み
で

は
、
何
ら
改
善

さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
条
例

ど
お
り
の
処

置
、
あ
る
い
は

法
的
処
置
に
基

づ
き
行
な
う
こ

と
が
大
切
と
考

え
る
。
ま
た
不

納
欠
損
を
出
さ

な
い
処
置
を
講

じ
て
い
る
と
思

う
が
そ
の
方
法
と
結
果
は

ど
ん
な
状
況
か
。
ま
た
悪

質
滞
納
者
と
の
見
極
め
を

し
て
い
る
の
か
。

税
務
課
長
　
出
納

整
理
期
を
控
え
、

各
課
挙
げ
て
縮
小
に
向
け

鋭
意
取
り
組
み
努
力
し
て

い
る
。
延
滞
金
も
高
額
で

あ
り
収
入
が
あ
が
っ
て
い

な
い
。
善
良
な
町
民
の
信

頼
確
保
と
税
負
担
の
公
平

性
の
確
保
の
た
め
滞
納
者

に
対
し
法
律
に
基
づ
き
時

効
の
中
断
を
図
り
対
処
し

て
い
く
。
ま
た
悪
質
滞
納

者
の
と
ら
え
か
た
が
非
常

に
難
し
い
が
、
誠
実
性
を

欠
く
方
に
対
し
断
固
た
る

姿
勢
で
当
た
っ
て
い
く
。

時
効
の
中
断
に
つ
い
て
も

誓
約
書
、
分
納
計
画
書
で

回
収
に
努
め
て
い
る
。

当
局
も
難
儀
し

て
い
る
こ
と
は
十

分
把
握
し
て
い
る
。
上
水

道
は
水
道
と
下
水
が
セ
ッ

ト
に
な
る
わ
け
だ
が
３
ヵ

月
未
納
が
あ
れ
ば
止
め
る

事
も
で
き
る
規
定
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
規
定
が
な

い
の
は
個
人
の
水
道
と
温

泉
使
用
量
、
こ
れ
は
下
水

と
は
別
扱
い
な
の
で
、
野

放
し
状
態
で
下
水
料
未
納

が
増
え
る
危
険
な
状
況
に

あ
る
。
こ
の
つ
な
が
り
を

的
確
に
反
映
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
る
の
か
。

今
盛
ん
に
下
水
加
入
者

の
人
数
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
加
入
し
て

も
料
金
を
払
わ
な
い
の
で

あ
れ
ば
加
入
す
る
よ
り
悪

い
。
環
境
汚
染
等
も
含
め

下
水
道
の
必
要
性
を
説
明

す
る
と
同
時
に
料
金
滞
納

に
な
る
と
町
に
欠
陥
が
出

て
く
る
こ
と
も
認
識
し
て

も
ら
う
べ
き
だ
。

上
下
水
道
課
長

自
家
水
に
メ
ー

タ
ー
器
を
付
け
料
金
を
徴

収
す
る
が
、
自
家
水
、
温

泉
水
を
放
流
す
る
場
合
、

我
々
も
大
変
困
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

誓
約
書
等
を
提
出
し
て
も

ら
う
。

住
宅
使
用
料
約

463
万
円
未
納
が
あ

る
が
入
居
者
、
保
証
人
に

対
し
て
の
対
応
は
。

建
設
課
長

入
居

者
に
は
保
証
人
が

つ
い
て
い
る
が
、
親
や
兄

弟
で
あ
り
、
再
三
保
証
人

に
も
依
頼
し
て
い
る
。
入

居
者
か
ら
は
誓
約
書
を
提

出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２
月
末
現
在
で

給
食
費
未
納
も
学

校
関
係
で
約
249
万
円
、
保

育
園
関
係
で
約
123
万
円

（
給
食
費
を
含
む
保
育
料
）

あ
る
。
物
価
高
の
お
り
、

真
面
目
な
人
が
損
を
す

る
。
子
育
て
中
の
保
護
者

に
は
少
し
の
出
費
も
痛
い

わ
け
だ
が
、
た
だ
で
食
え

る
ほ
ど
良
い
こ
と
は
な

い
。
不
公
平
感
を
持
つ
親

御
さ
ん
が
出
て
も
何
ら
不

思
議
で
は
な
い
。
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。
ま

た
、
未
納
奨
学
金
へ
の
対

応
は
。

教
育
次
長

給
食

費
未
納
は
固
定

化
、
大
口
化
し
て
い
る
現

状
だ
。
個
別
に
指
導
し
な

が
ら
徴
収
に
努
め
る
。
奨

学
金
の
場
合
も
親
が
借
り

て
い
る
認
識
で
、
本
人
が

直
接
償
還
す
る
意
識
が
薄

い
感
じ
が
す
る
。
奨
学
金

は
、
本
人
が
借
り
て
本
人

が
返
還
す
る
制
度
で
あ
る

こ
と
を
周
知
し
な
が
ら
償

還
の
督
励
に
努
め
る
。

経
済
の
波
及
効
果
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琴丘総合体育館でのバスケットボール
各
種
未
納



行
財
政
改
革
推

進
計
画
で
は
、
物

件
費
を
２
年
間
で
７
千
600

万
円
削
減
目
標
に
し
、
新

入
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

の
支
給
廃
止
や
森
岳
地
区

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

統
合
等
々
、
こ
れ
ま
で
住

民
か
ら
大
い
に
喜
ば
れ
好

評
を
得
て
き
た
も
の
を
一

気
に
廃
止
や
統
合
す
る
こ

と
は
、
い
く
ら
財
政
が
大

変
だ
か
ら
と
い
っ
て
や
る

べ
き
で
は
な
い
。

①
ラ
ン
ド
セ
ル
は
子
供

を
大
事
に
し
、
温
か
さ
を

感
じ
る
と
大
変
住
民
か
ら

喜
ば
れ
て
お
り
、
こ
こ
で

廃
止
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
何
と
冷
た
い
町
政
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
社
協
へ
の
補
助
金
を

３
年
間
で
ゼ
ロ
に
す
る
と

あ
る
。
福
祉
切
り
捨
て
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
問
題

で
あ
る
。
ま
た
職
員
の
期

末
手
当
分
0.2
ヵ
月
の
削
減

は
既
に
0.2
ヵ
月
分
の
削
減
を

含
め
て
0.4
ヵ
月
分
に
も
な

り
、
や
る
気
と
展
望
に
も
影

響
が
出
て
く
る
。

③
国
保
税
の
引
き
上
げ

を
示
唆
し
た
と
の
報
道
も

あ
る
が
、
引
き
上
げ
れ
ば

ま
す
ま
す
滞
納
者
を
増
や

す
こ
と
に
も
な
る
。
不
用

不
急
事
業
の
見
直
し
を
行

な
う
べ
き
だ
。

④
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
５
億
円
以
上
か
け
て
、

今
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
ど
う
か
。

旧
町
村
ご
と
の
給
食
セ

ン
タ
ー
は
ま
だ
十
分
使
用

で
き
、
余
裕
が
あ
る
。
総

事
業
費
の
５
％
は
一
般
財

源
か
ら
持
ち
出
し
に
な

り
、
70
％
交
付
税
が
く
る

と
い
っ
て
も
30
％
は
町
で

負
担
す
る
借
金
で
あ
り
、

総
事
業
費
の
33
・
５
％
は

町
負
担
と
な
る
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見

直
し
を
含
め
て
行
な
う

べ
き
だ
。

町
長

①
今
支
給

し
て
い
る
ラ
ン
ド

セ
ル
は
高
価
な
も
の
な
の

で
、
も
う
少
し
安
価
な
も

の
で
実
施
す
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
く
。

③
国
保
税
は
６
月
議
会

で
な
い
と
き
ち
ん
と
し
た

も
の
を
出
せ
な
い
。

④
給
食
セ
ン
タ
ー
は
３

つ
あ
る
が
、
極
端
に
古
い

の
も
あ
り
、
今
こ
こ
で
き

ち
ん
と
し
た
も
の
を
つ
く

る
べ
き
で
、
苦
し
い
時
だ

が
、
や
っ
た
方
が
い
い
と

思
う
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
伝

統
、
文
化
、
連
帯
感
、
活

力
も
う
ま
れ
る
。

総
務
課
長

②
社

会
福
祉
協
議
会

は
、
町
に
代
わ
っ
て
事
業

を
行
な
っ
て
い
る
役
割
も

あ
る
。
今
後
社
協
と
十
分

協
議
を
し
、
対
応
を
検
討

す
る
。
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

自
治
体
と
の
契

約
に
よ
っ
て
、
建

設
工
事
等
で
働
く
労
働
者

や
資
材
納
入
業
者
へ
の
未

払
い
や
、
低
賃
金
で
働
か

せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

住
民
に
と
っ
て
も
安
か

ろ
う
、
悪
か
ろ
う
と
い
う

工
事
や
仕
事
で
は
困
る
わ

け
で
あ
る
。

近
年
各
地
で
低
価
格
落

札
が
目
立
つ
。
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
予
定
価
格
の

31
％
で
落
札
さ
れ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。
「
ダ
ン
ピ
ン

グ
し
て
で
も
仕
事
を
確
保

し
た
い
と
す
る
事
業
者
」、

「
入
札
金
額
の
低
い
と
こ
ろ

に
落
札
す
る
契
約
制
度
」、

こ
れ
が
続
く
限
り
、
こ
の

事
態
は
改
善
さ
れ
な
い
。

秋
田
県
は
昨
年
10
月
１

日
付
で
最
低
制
限
低
入
札

調
査
制
度
を
見
直
し
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
対
策
強
化
に
つ

い
て
制
度
の
見
直
し
を
行

な
っ
た
。

当
町
で
も
ダ
ン
ピ
ン
グ

に
よ
る
影
響
が
あ
る
と
聞

く
が
、
制
度
の
見
直
し
を

行
な
う
べ
き
だ
。

75
％
以
下
の
落
札
件
数

は
何
件
あ
る
の
か
。

副
町
長

昨
年
７

月
に
変
動
型
低
入

札
価
格
制
度
を
導
入
し

て
、
ま
だ
一
年
経
っ
て
い

な
い
が
、
大
き
な
支
障
が

あ
っ
た
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
確
か
に
大
変
低
い
率

で
落
札
し
た
の
も
あ
る
。

業
者
の
み
な
さ
ん
に
は
常

に
適
正
な
価
格
で
入
札
を

と
話
し
て
い
る
。

一
年
間
や
っ
て
み
て
反

省
、
勉
強
を
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

総
工
事
数
32
件
の
う
ち

土
木
関
係
が
26
件
で
あ

り
、
75
％
以
下
の
件
数
は

４
件
あ
っ
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の

支
給
廃
止
を
や
め
よ

三種町議会だより
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一
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質
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６年間大切にしてね

最
低
制
限
、
低
入

札
調
査
制
度
を
見

直
し
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
対
策
強
化
を



森
岳
、
下
岩
川

地
区
住
民
は
水
道

水
が
飲
用
に
適
さ
ず
、
他

の
地
区
の
湧
き
水
を
汲
ん

で
き
て
、
飲
料
水
と
し
て

使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
山
本
地
域

の
水
道
水
の
塩
化
物
イ
オ

ン
の
数
値
が
119

�

と
な

っ
て
お
り
、
他
の
水
道
水

と
比
較
し
て
非
常
に
高
い

数
値
で
あ
る
。
わ
ず
か
３

年
で
ボ
イ
ラ
ー
が
腐
蝕
し

て
故
障
し
た
と
い
う
苦
情

が
出
て
い
る
。
ま
た
2.5
□

以
上
の
塩
分
を
含
む
飲
料

水
を
過
剰
に
飲
用
し
て
い

る
と
高
血
圧
症
を
引
き
起

こ
す
と
の
報
告
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
の
健
康
の

た
め
に
も
早
期
改
善
を
求

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
20

年
度
中
に
改
善
で
き
な
い

か
。
現
在
、
町
で
進
め
て

い
る
工
事
の
進
ち
ょ
く
状

況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長

山
本
地
域

の
水
道
水
の
改
善

に
つ
い
て
は
18
年
度
か
ら

水
源
探
査
を
実
施
し
、
19

年
度
に
本
井
戸
一
本
を
掘

削
し
た
。
そ
の
本
井
戸
が

水
源
探
査
へ
の
結
果
と
同

様
の
水
量
及
び
結
果
が
見

込
ま
れ
た
の
で
、
さ
ら
に

も
う
２
本
を
掘
削
し
20
年

度
に
水
質
改
善
を
図
り
、

21
年
度
か
ら
未
給
水
区
域

へ
の
事
業
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
課
長

今
年
度
掘
削
し

た
本
井
戸
の
水
量
は
一
日

当
た
り
で
１
千
296
ｔ
の
限

界
揚
水
量
と
判
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
水
質
も
現
在

山
本
地
域
に
配
水
し
て
い

る
原
水
よ
り
も
、
よ
い
水

質
結
果
が
出
て
い
る
。
特

に
塩
化
物
イ
オ
ン
濃
度

は
、
現
在
の
濃
度
118
□

に
対
し
て
22
・
６
□
と
、

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

下
岩
川
地
区
住

民
か
ら
三
種
川
の

両
岸
に
土
砂
が
堆
積
し
、

柳
の
木
が
生
え
て
き
て
、

流
れ
が
悪
く
、
大
雨
な
ど

で
氾
濫
し
や
す
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
地
域
で
も
柳
等
の
伐

採
や
清
掃
を
自
発
的
に
実

施
し
て
い
る
が
、
と
て
も

追
い
つ
か
な
い
状
態
で
、

特
に
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い

る
箇
所
は
土
砂
の
堆
積
が

ひ
ど
い
状
態
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改

善
や
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

ま
た
現
在
、
山
本
中
学

校
付
近
ま
で
は
河
川
改
修

計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
よ
り
上
流
の
地

域
が
毎
年
の
よ
う
に
氾
濫

し
、
冠
・
浸
水
の
被
害
を

受
け
て
い
る
。
山
本
中
学

校
付
近
よ
り
上
流
の
河
川

改
修
の
見
通
し
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
町
長

土
砂
の

堆
積
に
つ
い
て

は
、
現
在
県
事
業
で
長
面

地
区
で
140
ｍ
、
達
子
地
区

で
140
ｍ
、
増
沢
、
牛
沢
地

区
で
240
ｍ
ほ
ど
行
な
っ
て

い
る
。
雑
木
の
伐

採
に
つ
い
て
は
、

600
ｍ
の
工
事
を
行

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
河
川
改

修
は
山
本
中
学
校

ま
で
は
28
年
ま
で

の
予
定
で
工
事
区

間
を
設
定
し
て
い

る
。
町
で
は
、
毎

年
河
川
の
氾
濫
に

よ
る
被
害
を
受
け

る
こ
と
か
ら
、
三

種
川
河
川
改
修
促

進
協
議
会
を
設
置

し
、
不
動
田
近
く
ま
で
延

伸
要
望
区
間
と
し
て
県
、

国
へ
毎
年
強
く
要
望
し
て

い
る
が
、
あ
ま
り
良
い
回

答
を
得
て
い
な
い
。

執
行
機
関
の
附

属
機
関
は
、
他
の

行
政
組
織
と
同
様
に
議
会

の
統
制
下
に
置
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
理
由
か

ら
、
法
律
ま
た
は
条
例
に

根
拠
を
有
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

条
例
に
基
づ
か
な
い
三
種

町
行
政
改
革
検
討
委
員
会

は
私
的
諮
問
機
関
で
あ

る
。
委
員
及
び
当
局
は
そ

う
し
た
認
識
は
あ
る
の

か
。
条
例
に
定
め
ら
れ
た

審
議
会
が
あ
り
な
が
ら
私

的
な
委
員
会
が
答
申
す
る

と
い
う
の
は
、
条
例
並
び

に
条
例
に
基
づ
い
た
審
議

会
を
形
骸
化
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
条
例

改
正
を
伴
う
事
項
を
議
会

に
何
の
説
明
も
な
く
私
的

な
委
員
会
に
当
局
が
諮
問

し
た
事
は
議
会
軽
視
で
は

な
い
か
。
議
会
と
町
と
の

対
等
に
あ
る
立
場
の
見

解
、
ま
た
、
職
員
に
対
し

て
不
適
当
と
受
け
取
ら
れ

る
発
言
が
報
道
さ
れ
て
い

た
が
、
任
命
権
者
で
あ
る

町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

町
長

行
財
政
改

革
検
討
委
員
会
は

指
摘
し
た
と
お
り
、
私
的

諮
問
機
関
に
類
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
法
律
に

縛
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い

し
、
答
申
が
法
的
な
拘
束

力
を
持
つ
も
の
で
も
な
い
。

町
の
有
識
者
か
ら
自
由
な

立
場
で
発
言
、
提
言
し
て

も
ら
っ
た
。
新
聞
報
道
で

見
る
限
り
、
発
言
が
表
現

的
に
ま
ず
い
と
思
う
内
容

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

そ
の
点
に
つ
い
て
は
お
詫

び
し
た
い
。
あ
く
ま
で
も

第
三
者
の
意
見
を
伺
い
、

参
考
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
当
局
が
議
員

の
定
数
減
、
あ
る
い
は
報

酬
に
つ
い
て
１
千
万
円
の

削
減
な
ど
と
い
う
も
の
を

た
た
き
台
と
し
て
出
し
た

も
の
で
も
な
い
。
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
趣
旨
、
ね

ら
い
を
理
解
し
て
欲
し
い
。

山
本
地
域
の

水
道
水
の
改
善
を
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13 一般質問

一
般
質
問 

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 大澤　和雄議員

私
的
諮
問
機
関
と

し
て
の
認
識
は

９月17日　三種川氾濫で冠浸水した水田

三
種
川
の

河
川
改
修
を
急
げ
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あれ となってらった 
もっと

 

知りたい
 

文責：議会広報編集特別委員会 

NO.6

飲 用 水
今回は、去る２月28日の三種町連合婦人会研修会に於いて要望があった、

上水道・簡易水道について特集します。

Q１

Q2

三種町の水道水は安全だったすべ？

山本地域の上水道、琴丘・八竜地域の簡易水道とも全ての基準を満たしており、安全です。A１

年に何回ぐらい水質検査してらったすか？

主要８項目と味についての検査は毎月１回、37項目全ての検査は年１回実施しています。A2

鯉川簡水 鹿渡本町簡水 上岩川簡水 釜谷簡水 鵜川簡水 浜口簡水 ２次調査井 上水道さく井 浄水場原水 上水道浄水 基　準　値 検査項目 

0 0 0 0 0 0 1 6 100 0 100CFU㎎ ／ 以下 一 般 細 菌 

陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陽性 陰性 検出されないこと 大 腸 菌 

22.7 43.1 23.4 53.0 37.5 35.4 22.7 22.6 132 126 200㎎ ／ 以下 塩化 物イ オン 

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.6 2.0 1.3 ５㎎ ／ 以下 有 機 物 

6.7 7.3 7.3 7.2 7.0 7.0 7.3 8.7 6.4 6.5 5.8以上8.6以下 p H　 　 値 

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 硫化水素臭 異常なし 異常なし 異常でないこと 臭 気 

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 26 8.9 27 1.1 ５度以下 色 度 

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 3.3 4.6 0.2 ２度以下 濁 度 

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと 味 

※　・　・　・　は、山本地域の上水道に関するデータです。

：現在給水されている水質　　　　　　　　 ：現在使用されている原水の水質

：19年度に掘削された新井戸原水の水質　　　　：20年度掘削井戸原水の調査値

※　、 のデータを比較すると、浄水処理によってほとんどの数値は改善される事が分かります。しかし、塩化

物イオンを取り除くのは非常に難しく、莫大な費用がかかると言われています。

※塩化物イオン等は季節により変動する事があります。

表１　水質検査結果表

鉄及びその化合物 21 四塩化炭素 11 カドミウム及びその化合物 １ 

銅及びその化合物 22 １,４－ジオキンサン 12 水銀及びその化合物 ２ 

ナトリウム及びその化合物 23 １,１ジクロロエチレン 13 セレン及びその化合物 ３ 

マンガン及びその化合物 24 シス－１,２－ジクロロエチレン 14 鉛及びその化合物 ４ 

カルシウム、マグネシウムなど 25 ジクロロメタン 15 ヒ素及びその化合物 ５ 

蒸発残留物 26 テトラクロロエチレン 16 六価クロム化合物 ６ 

陰イオン界面活性剤 27 トリクロロエチレン 17 シアン化物イオン及び塩化シアン ７ 

非イオン界面活性化 28 ベンゼン 18 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ８ 

フェノール類 29 亜鉛及びその化合物 19 フッ素及びその化合物 ９ 

アルミニウム及びその化合物 20 ホウ酸及びその化合物 10 

表２　他の29の検査項目

※これらの項目の詳しい数値は省略しますが全て基準を満たしています。

平成20年１月検査

年に１回検査
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◎今まで山本上水道の水源は、二ツ森地内の井戸一本で賄ってきました。①②③は、そこから八竜寄

りに３㎞～４㎞地点の新井戸です。

※現在の山本上水道使用量は　約1,800t／日

①　Ｈ19年度掘削済井戸（限界水量1,200t／日　使用可能水量600t/日）

②
Ｈ20年度掘削予定井戸（同上見込み）

③

※①の水質は表１の　、②③の水質は表１の�。

②③の水量は、水源探査により①と同量が見込めるため、①＋②＋③で　約1,800t／日　をカバーできる予定です。

その後、現在の水源□Aは全く使用しないので大幅な水質改善が見込まれます。

※上岩川には鹿渡北部地区が含まれます

（例、牡丹・泉沢、高屋敷・羽根川、新屋敷等）

※山本上水のデータは現在の給水地域のもので、

山本地域全体の

普及率は59.29％

です。

Q3

Q4

ん！？　三種町内の水道は７系統あるってごどだが？

そのとおりです。原水の取水地はそれぞれ違い、普及率は次のとおりです。A3

山本地域の水質改善は何となってらった？

20年度中、（Ｈ.20.４.１～Ｈ.21.３.31）に、現在の給水区域の水質は改善されます。A4

Q5 金光寺・志戸橋などの未給水地区への対応は何となってらった？

現在の1,800t／日から、さらに500t／日の増量が見込まれ、さらにもう一本の井戸か、他の水

源が必要と考えられます。

また、配水池の容量や、位置の問題もあるため、町では水道事業計画を策定し、21年度以降の

対応になりそうです。

A5

Q6 ３地域で水道料金がバラバラだそうだども、何としていがった？

合併協議会では、「合併３年以内を目途に水道計画を策定し、新たな料金体系を構築する」と

しています。

A6

3 2 1
3.4㎞ 

Ａ Ｂ Ｃ 

新井戸 現在の水源 浄水場 配水池 各家庭等 

普 及 率 給水人口 区域内人口 

89.70% 4,635 5,169 山 本 上 水 

85.20% 2,475 2,904 浜 口 

97.60% 3,469 3,555 鵜 川 

84.10% 508 604 釜 谷 

61.80% 1,287 2,083 上 岩 川 

80.20% 2,338 2,916 鹿 渡 本 町 

67.50% 593 879 鯉 川 

表３　現在の給水状況

18年度末現在

｝

〔次頁へつづく〕
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白
い
ベ
ー
ル
を
脱
ぎ
捨

て
、
い
っ
き
に
春
へ
と
つ
き

進
む
さ
な
か
、
友
達
か
ら
食

の
春
が
届
け
ら
れ
た
。
バ
ッ

ケ
の
天
ぷ
ら
と
寒
鮒
。
一
年

振
り
だ
が
確
か
な
味
が
春
を

堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
。

食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
、

味
ど
こ
ろ
か
命
ま
で
も
が
危

ぶ
ま
れ
る
昨
今
、
御
袋
の
味

は
ど
こ
へ
や
ら
、
袋
の
味
に

慣
れ
親
し
ん
だ
我
れ
我
れ
に

対
し
、
今
一
度
立
ち
止
ま
り
、

本
当
の
意
味
で
の
食
を
考
え

ろ
と
の
警
告
と
受
け
取
る
べ

き
だ
ろ
う
か
。
ク
レ
ー
ム
を

宝
の
山
と
心
得
、
今
こ
そ
地

産
地
消
を
称
賛
し
確
か
な
味

を
伝
え
て
行
き
た
い
も
の

だ
。あ

れ
、
何
と
な
っ
て
ら
っ

た
で
今
回
取
り
あ
げ
て
い
る

水
質
も
、
な
い
が
し
ろ
に
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
。
皆
さ

ん
の
地
域
と
他
の
水
質
を
比

べ
て
み
る
こ
と
で
、
お
お
む

ね
の
土
質
ま
で
見
当
を
つ
け

る
こ
と
も
一
考
か
と
。

堺
谷
房
子
　
記

三種町議会だより

平
成
20
年
２
月
22
日
、
秋
田

県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
□

橋
金
正
議
員
（
在
職
23
年
以
上
）

は
、
永
年
に
わ
た
り
議
会
制
度

の
高
揚
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
賀
真
副
議
長
、
三

浦
敦
議
員
、
板
倉
浩
議
員
、
故

三
浦
弘
美
前
議
員
（
い
ず
れ
も

在
職
11
年
以
上
）
は
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
寄
与
せ
ら
れ

た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。地

方
分
権
改
革
の
な
か
で
、
地

方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
様
変
わ
り
し
て
き
て
お
り
、
時

代
に
対
応
し
た
新
た
な
議
会
活
性

化
方
策
を
追
求
す
る
た
め
、
平
成

20
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
設
置

し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
目
的

・
議
員
定
数
に
関
す
る
事
項

・
議
員
報
酬
に
関
す
る
事
項

・
夜
間
・
休
日
の
議
会
に
関
す

る
事
項

・
議
会
活
動
報
告
会
に
関
す
る

事
項

・
議
会
議
員
の
資
質
向
上
に
関

す
る
事
項

・
議
会
議
員
の
選
挙
に
関
す
る

事
項

・
そ
の
他
議
会
活
性
化
に
関
す

る
事
項

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る

○
委
員
構
成

・
委

員

長

金
子
　
芳
継

・
副
委
員
長

宮
田
　
幹
保

・
委
　
　
員

袴
田
　
　
隆

・
委
　
　
員

清
水
　
欣
也

・
委
　
　
員

大
澤
　
和
雄

・
委
　
　
員

安
藤
　
賢
藏

・
委
　
　
員

平
賀
　
　
真

琴丘地域 八竜地域 山本地域 

簡　水 簡　水 上　水 水　量 

　 920　８ 

1,5901,1601,95010

3,1702,3903,94020

4,7403,6205,94030

6,3204,8507,93040

7,8906,0809,93050

157円50銭 122円85銭 199円50銭 １立方超 

50㎜ 40㎜ 30㎜ 20㎜ 13㎜ 

1,050円 262円50銭 210円 136円50銭 63円 山本地域 

1,323円 304円50銭 252円 157円50銭 84円 八竜地域 

1,050円 420円 262円50銭 157円50銭 126円 琴丘地域 

50㎜ 40㎜ 30㎜ 20㎜ 13㎜ 

310,000 118,000 92,000 43,000 25,000 山本地域 

なし 八竜地域 

10,000 琴丘地域 

表４ 水 道 料 金 表

メーター器使用料／月

水道加入金

※水道使用料は13㎜の場合（メーター含む） ※山本地区はメーターボックス・止水栓支給
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